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背景・概要

取組内容

東芝キヤリア（株）（略称TCC）ではポピュレーションアプローチの強化が課題であった。健康リスクが顕在化する前に従業員が良い生活
習慣づくりに関心をもち、行動変容のきっかけを与えるしくみとして、従業員や職場が日々実行している取組を自らの言葉で紹介する取組を
開始。紹介記事をきっかけに職場内での健康の話題が生まれることを期待した。

●全従業員を対象にした健康啓発活動　全従業員を対象にした健康啓発活動を
『Stay Healthy TCC』と命名。労働安全衛生マネジメントシステムの年間計画に、
毎月健康に関する重点啓発テーマを設定し、月初にテーマに関する自推・他推で
集まった良好な取組を社内ポータルサイトで紹介。紹介内容は「取り組んだきっかけ」
「取組の成果」「従業員へのメッセージ」を従業員自身がパワーポイント1枚にまとめた
もので、事務局が健康情報を加え、発信する。また、毎月の健康啓発テーマの
リマインドのため毎週月曜日には全従業員のパソコンに当月の重点啓発テーマに
関する、一言を自動ポップアップ表示する。
　令和4年は多様性を考慮した重点啓発テーマに加え、該当者のオンラインワーク
ショップを実施している。参加者の取組や関連情報、オンラインセミナーのリンク
などとともに発信。働き方改革を担当する人事勤労担当も協働参画し、従業員の
健康課題を共有している。

成 果

●大勢の前で成功談を宣言、リバウンド防止効果も　令和3年は＜食習慣＞8例
＜禁煙＞11例　＜メンタルヘルス(職場コミュニケーション)＞28例　＜運動習慣＞
19例　＜飲酒習慣＞9例　＜睡眠習慣＞5例を紹介した。匿名でも可としている
ものの、多くの従業員が実名、顔写真の入った記事を作成している。自身の経験を
振り返り、記事を書くことで健康習慣を再認識し、成功談を宣言しているのでリバ
ウンド防止効果もある。生活習慣改善情報は専門家に押し付けられる苦しい取組では
なく、身近な人が実行し、成果がでている情報のため、その情報をもとに健康づくり
について職場で日常的な話題になっている。
●毎月実施。着実に広がる健康啓蒙活動　令和4年度6月啓発テーマ「ワークライフ
バランスの見直しの推進」では、ワークショップ『子育て男性社員のワークライフ
バランス』に各拠点代表9名が参加。仕事・家事・育児の困りごとと工夫について
意見が交わされ、月初情報発信ではワークショップのまとめとともに参加者一人一人の
紹介と、2ヶ月育休を取得した社員のインタビュー動画も発信した。
　7月「食習慣の見直しと改善」では減量に成功した3名の紹介とともに、オンライン
セミナー『燃焼系食事ダイエット脂質編』を実施(146名視聴)。8月実施ワークショップ
『働く女性の健康課題を考えよう』には12名が参加。スタッフも含め参加者全員が
女性の場で、自経験を含めた実情が語られ、ホルモン変動による体調について男性に
理解してほしいという声があがった。そのため、専門家による女性の健康管理(月経
関連障害・更年期障害)の動画セミナーを社員だけでなくご家族や非正規社員も視聴可
として発信した。

●小さな行動変容の積み重ねが、健康寿命の延伸に貢献

➡取組紹介例

➡情報ポップアップ

➡情報発信例

背景・概要

取組内容

　人生100年時代と言われ、セカンドステージの過ごし方が社会課題になっており、この時期は孤立による心身への悪影響が懸念される。
高齢者の孤立を防ぐ住まいとしては、高齢者施設などがあるが、一般的に何らかの支援が必要な人が暮らす場であり、プライバシー確保の
問題や入居後にフレイルが進んでしまう懸念がある。シニアマンション向けのサービス企画運営会社として、シニアが楽しく生活できる
場を提供し、「住むことでフレイル予防できる」住まいづくりを目指している。

●社会参加に力を入れた取組　フレイル予防の3要素の中でも、特に社会参加に力を
入れており、各マンションに「支配人」をはじめとするスタッフを配置し、「交流の創出と
維持」をテーマに運営。
①入居者間の交流…イベントの開催・サークル立上げ支援や運営のお手伝い・同じ
趣味や関心を持つ方同士の引き合わせなどを行う。
②スタッフとの交流…「息子や娘のように接する」ことをモットーに、日々の声掛けは
　もちろん、携帯電話や家電品の操作補助なども行う。
③地域との交流…地元散策、習いごと（フラ・歌・麻雀など）の講師探し、病院など
との連携とセットアップ、近隣ファミリー向けマンション合同のイベントなど多世代
交流の機会をアレンジ。
●取組の特長　「入居者の自主的な関与があること」 「マンションの外の方との交流も
図られていること」が挙げられる。例えば埼玉県で運営中のマンションでは今秋、
新型コロナウイルス感染症の影響で中断していた近隣マンションとの合同イベントを
数年ぶりに開催するが、これはシニア入居者のご希望によるもので、準備業務も、
入居者とスタッフ中心に進めている。

成 果

●実を結んだ「つながりづくり」　平成28年3月に運営開始した埼玉県のマンション
にて、令和4年3月入居者アンケートを実施。結果、「他の居住者と何らかの交流が
ある…96％」「マンションの居住者を信頼できると思う…94％」「弊社スタッフを信頼で
きると思う… 96％」であった。元は面識のなかった入居者さま同士やスタッフとの間で
つながりが醸成されていることが伺われ、運営開始から6年間一貫して取り組んで
きた「つながりづくり」が実を結んでいることが示された。フレイル予防の一環として
マンション内の大浴場や食堂が親密な交流を促しており、利用者は未利用者に比べて
フレイル該当者が少なかった。
●新型コロナウイルス感染症拡大以降も継続　「お取り寄せ販売会」「オンライン
落語」など集まらなくてもできるイベントを開催。「吹き矢サークル」を「ダーツサークル」に
変更するなどの工夫を行ってきたこと、スタッフからの日々の声がけをやってきた
ことが結果につながっていると考えている。入居者からも「感染は心配だけれど、
このマンションだったから良かった。ここでなかったら、毎日一人で、誰ともしゃべら
ない、という生活になってしまっていたかも」との声をいただいている。東京都健康
長寿医療センター研究所と共同研究の契約を締結しており、サービスの改善と効果
検証を継続的に進めている。

●「交流の創出と維持」をテーマにマンションを運営

評価委員による講評：斎藤 敏一

マンション入居者のフレイル対策を、コミュニティづくりを基点とする「社会参加」の視点から取り組んだ好事例です。WHO
では、肉体的、精神的、社会的の３つの健康の必要性を定義しています。その中でも、社会とのつながりが健康によい影響を
与えることは、日本だけでなく世界中の研究で明らかです。しかしながら高齢化が進む日本においては、そもそも独居でつな
がりが持てない人や、積極的な人とのつながりをつくることが苦手な人も多くいます。今後、人と人とのつながりを、民間の
力を借りながらつくることが、一層に大切になってきます。こうした社会参加を促す取組が、さらに展開されることを期待して
います。

評価委員による講評：井上 茂

　受賞したのは、従業員や職場が日々行っている健康づくりの取組を、従業員が自らの言葉で紹介する活動です。社内ポータル
サイトを上手に使われています。保健医療の専門職がトップダウンで啓発するのではなく、「従業員が従業員に語る」という着眼
点がユニークで、共感の得られやすい活動になっていると思いました。また、労働安全衛生マネジメントシステムの年間計画に
毎月の重点テーマを設定しており、組織的、計画的、継続的に取り組んでいる点も高く評価しました。他の企業でも同様の取組が
可能と考えられ、多くの企業にとって参考になる事例だと思います。

➡主役は入居者

➡マンション内はもちろん、地域を元気に

➡コロナ中に行った共用施設での婦人服販売会

住むことでフレイル予防できる、
シニア向け分譲マンションのサービス企画運営
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～健康づくりの秘訣を従業員が従業員に伝授！～
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（東京都港区）
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